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3 月号─2

な
ど
、
小
さ
な
改
善
が
応
募
者
の
印

象
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
広
い
視
野
で
多
様
な
人
材
に

目
を
向
け
る
こ
と
が
、
採
用
力
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

四

　早
期
離
職
を
防
ぐ
体
制
の
整
備

　
採
用
後
の
最
初
の
期
間
（
例
：
試

用
期
間
3
か
月
）
は
、
定
着
率
を
左

右
す
る
重
要
な
時
期
で
す
。
若
手
の

早
期
離
職
が
生
じ
る
背
景
に
は
、「
何

を
す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
」、「
相

談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
」、「
期
待

さ
れ
て
い
る
役
割
が
曖
昧
」
と
い
っ

た
不
安
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
欠
か
せ
な
い

の
が
、
体
系
的
な
新
入
社
員
の
支
援

で
す
。
入
社
時
に
業
務
の
全
体
像
や

役
割
期
待
を
丁
寧
に
共
有
し
、
小
さ

な
成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
が
有

効
で
す
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ー
制
度
や

1
o
n
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、

疑
問
や
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

孤
立
感
を
減
ら
し
、
安
心
し
て
業
務

に
向
き
合
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

早
期
離
職
の
要
因
で
あ
る
「
人
間
関

係
の
不
安
」や「
仕
事
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」

を
予
防
で
き
ま
す
。

入
社
員
だ
け
で
な
く
既
存
社
員
に
も

有
益
で
す
。

　
さ
ら
に
、
学
ん
だ
内
容
を
社
内
に

共
有
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、

学
習
内
容
が
組
織
全
体
の
知
識
と
し

て
蓄
積
さ
れ
、
学
び
の
サ
イ
ク
ル
が

持
続
し
ま
す
。
学
ぶ
人
を
評
価
し
、

共
有
を
促
す
文
化
が
、
人
材
育
成
の

定
着
に
向
け
た
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

六

　心
理
的
安
全
性

　「
人
間
関
係
へ
の
不
安
」、「
相
談

し
に
く
い
雰
囲
気
」、「
失
敗
が
許
さ

れ
な
い
職
場
風
土
」
と
い
っ
た
心
理

的
要
因
は
、
若
手
社
員
の
離
職
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
消
す
る
鍵
が
「
心
理
的

安
全
性
」
で
す
。
心
理
的
安
全
性
と

は
、
意
見
や
疑
問
を
自
由
に
表
明
で

き
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
で
き
る
状

態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
心
理
的
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る

と
、社
員
の
主
体
性
が
高
ま
り
、チ
ー

ム
の
学
習
速
度
も
向
上
し
ま
す
。
業

務
上
の
気
づ
き
を
共
有
し
や
す
く
な

り
、
ミ
ス
の
早
期
発
見
や
改
善
提
案

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
上
司
が

一
方
的
に
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、

対
話
で
役
割
期
待
や
目
標
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
納
得
感
の
あ
る
働

き
方
が
実
現
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、建
設
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
も
重
要
で
す
。「
ど
う
す
れ
ば
よ

り
良
く
で
き
る
か
」
を
一
緒
に
考
え

る
姿
勢
が
成
長
意
欲
を
引
き
出
し
ま

す
。「
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る
チ
ー
ム
」

は
離
職
率
が
低
く
、
生
産
性
も
高
ま

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
心
理
的
安
全

性
の
向
上
は
、
組
織
力
を
高
め
る
う

え
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

七

　お
わ
り
に

　
中
小
企
業
が
持
続
的
に
成
長
し
て

い
く
た
め
に
は
、
採
用
・
育
成
・
定

着
を
切
り
離
し
て
考
え
る
の
で
は
な

く
、
一
貫
し
た
人
材
戦
略
と
し
て
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
採

用
で
は
自
社
の
魅
力
や
役
割
を
明
確

に
し
、
入
社
後
の
支
援
体
制
で
早
期

離
職
を
防
ぎ
、
育
成
文
化
と
心
理
的

安
全
性
の
あ
る
組
織
づ
く
り
に
よ
っ

て
、
従
業
員
が
成
長
し
続
け
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に

定
着
さ
せ
る
こ
と
が
、
人
材
難
の
時

代
に
お
け
る
企
業
競
争
力
の
源
泉
と

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

五

　人
材
育
成
と
学
び
直
し

　
中
小
企
業
に
お
い
て
「
人
が
育
た

な
い
」
と
さ
れ
る
背
景
に
は
、「
教

え
る
時
間
が
な
い
」、「
育
成
が
現
場

任
せ
」
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、
O
J
T

と
O
f
f

−

J
T
を
組
み
合
わ
せ

た
体
系
的
な
育
成
が
有
効
で
す
。

　
O
J
T
で
は
、
業
務
手
順
の
見

え
る
化
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
重
要
で

す
。作
業
手
順
書
、チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

動
画
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
整
備
に
よ
っ

て
、
教
え
る
者
が
異
な
っ
て
も
一
定

の
レ
ベ
ル
で
習
得
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
技

術
伝
承
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、

計
画
的
に
若
手
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
で

属
人
化
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
次
に
、
O
f
f

−

J
T
（
社
外
研

修
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
・
資
格
取
得

支
援
等
）を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

現
場
で
は
補
い
に
く
い
知
識
や
ス
キ

ル
を
習
得
で
き
ま
す
。

　
近
年
、
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

の
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
リ

ス
キ
リ
ン
グ
で
す
。
I
T
ツ
ー
ル
の

活
用
、
デ
ー
タ
分
析
そ
の
他
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
関
す
る
基
礎
知
識
は
、
新

歳
月
と
、
監
査
法
人
や
証
券
会
社
な

ど
の
コ
ス
ト
が
数
千
万
か
ら
数
億
円

単
位
で
か
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
上

場
後
も
四
半
期
ご
と
の
決
算
開
示
や

株
主
総
会
運
営
な
ど
が
義
務
付
け
ら

れ
る
た
め
、
透
明
性
を
維
持
す
る
た

め
に
多
大
な
労
力
と
、
投
資
家
に
対

す
る
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
注
意
す
べ
き
点
は
、
株
価
や
市
場

動
向
な
ど
外
部
環
境
に
一
喜
一
憂

し
、
短
期
的
な
業
績
向
上
へ
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
少
な
く
な
く
、
ま
た
、

株
主
が
増
え
る
こ
と
で
経
営
の
意
思

決
定
が
複
雑
化
す
る
こ
と
で
す
。
小

さ
な
時
価
総
額
で
上
場
後
に
株
価
が

低
迷
す
る
「
小
粒
上
場
」
が
問
題
視

さ
れ
て
お
り
、
経
験
豊
富
な
人
材
を

社
外
役
員
に
登
用
し
、
上
場
前
に
成

長
戦
略
を
明
確
に
し
て
お
く
な
ど
、

継
続
的
な
企
業
価
値
向
上
施
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

２

　M
&
A（株

式
譲
渡
・
事
業
譲
渡
）

M
&
A（M

ergers and A
cquisi-

tions
）
は
、
他
の
企
業
や
投
資
家
に

自
社
の
経
営
権
や
事
業
を
売
却
（
譲

渡
）す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
主
に
2
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

自
由
に
売
買
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
指
し
ま
す
。「
株
式
公
開
」
と
も

よ
ば
れ
、
大
規
模
な
資
金
調
達
が
可

能
と
な
る
こ
と
が
I
P
O
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
で
す
。
上
場
企
業
と
な
る

こ
と
で
社
会
的
信
用
度
や
知
名
度
が

飛
躍
的
に
向
上
し
、
I
P
O
の
成
功

は
新
商
品
の
開
発
や
設
備
投
資
、
優

秀
な
人
材
採
用
、
金
融
機
関
か
ら
の

融
資
、
大
手
企
業
と
の
取
引
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
有
利
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
I
P
O
に
は
非
常
に

厳
し
い
道
の
り
を
伴
い
ま
す
。
ま
ず
、

I
P
O
を
実
施
す
る
に
は
一
定
の

株
主
数
、
時
価
総
額
、
財
務
の
健
全

性
な
ど
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
、
証
券
会
社
や
監
査
法
人
と
協
力

し
て
上
場
の
準
備
を
進
め
ま
す
。
主

幹
事
証
券
に
よ
る
引
受
審
査
と
、
証

券
取
引
所
が
定
め
る
厳
し
い
審
査
基

準
（
企
業
の
収
益
性
、
成
長
性
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
な
ど
）
を
ク
リ
ア
す

る
必
要
が
あ
り
、
通
常
3
年
以
上
の

　「
出
口
戦
略（
イ
グ
ジ
ッ
ト
）」と
は
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
成
長
軌
道
に
乗
っ
た
際
に
、
創

業
者
や
投
資
家
が
出
資
金
を
回
収
し

利
益
を
確
定
さ
せ
る
た
め
の
一
連
の

計
画
や
手
法
を
指
し
ま
す
。

　
代
表
的
な
戦
略
に
は
、I
P
O（
新

規
株
式
公
開
）
や
M
&
A
（
合
併
・

買
収
）
が
あ
り
、
企
業
の
状
況
や
目

指
す
方
向
性
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
「
I
P
O

あ
り
き
」
が
主
流
で
し
た
が
、
海
外

と
同
様
に
M
&
A
や
未
上
場
の
ま

ま
成
長
を
目
指
す
な
ど
選
択
肢
が
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
・
注
意
点
を
整
理
し
ま
す
。

１

　I
P
O（
新
規
株
式
公
開
）

I
P
O（Initial Public O

ff ering

）

は
、
未
上
場
企
業
が
自
社
株
式
を
証

券
市
場
に
公
開
し
、
一
般
投
資
家
が

株
式
譲
渡

　会
社
の
株
式
を
買
い
手

企
業
に
売
却
し
、
経
営
権
そ
の
も

の
を
引
き
継
ぐ
方
法
。
従
業
員
雇

用
や
取
引
先
と
の
契
約
な
ど
も
、

そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
る
の
が
一

般
的
。
会
社
を
丸
ご
と
譲
渡
す
る

た
め
、
手
続
き
は
比
較
的
簡
便
。

事
業
譲
渡

　会
社
の
事
業
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
買
い
手
企
業
に
売
却

す
る
方
法
。
特
定
の
事
業
だ
け
を

切
り
離
し
て
売
却
し
た
い
場
合
に

用
い
ら
れ
る
。
個
別
に
選
別
で
き

る
が
、
手
続
き
は
煩
雑
に
な
る
傾

向
が
あ
る
。

M
&
A
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
買
収
企

業
の
経
営
資
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
用
に
よ
り
、
売
却
企
業
の
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
販
路
拡
大
や
資
金
支
援

を
受
け
る
こ
と
で
、
新
市
場
で
の
成

長
機
会
を
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
経

営
者
に
と
っ
て
は
、
資
産
価
値
を
短

期
間
で
現
金
化
で
き
る
有
効
な
出
口

戦
略
で
あ
り
、
事
業
売
却
後
の
財
務

安
定
が
得
ら
れ
ま
す
。
買
い
手
企
業

と
の
合
意
に
よ
り
比
較
的
迅
速
に
実

行
可
能
で
、
期
間
は
数
か
月
か
ら
１

年
程
度
で
す
。
M
&
A
仲
介
会
社
に

支
払
う
成
功
報
酬
や
、
弁
護
士
や
会

計
士
に
支
払
う
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
対
応
費
用
、
契
約
書
作
成
費
用
は

出
口
戦
略
と
は
何
か

出
口
戦
略
と
は
何
か
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４

　出
口
戦
略
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト

　
出
口
戦
略
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
と

な
る
の
が
「
目
的
は
何
か
」、「
タ
イ

O
前
の
未
上
場
株
式
の
売
買
を
前

提
）
を
投
資
家
同
士
が
売
買
す
る
市

場
で
す
。株
式
の
流
動
性
が
生
ま
れ
、

既
存
株
主
が
保
有
す
る
株
式
を
現
金

化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
創
業
者
や
初
期
投
資
家
に

と
っ
て
、
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
は
重
要
な

出
口
戦
略
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
に
よ
る
段
階
的
な

株
式
売
却
を
通
じ
て
、
資
金
を
回
収

し
な
が
ら
企
業
経
営
に
継
続
的
に
関

与
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
取
引
を
実
施
し
株
主

を
入
れ
替
え
る
こ
と
に
よ
り
グ
ロ
ー

バ
ル
な
知
見
が
得
ら
れ
、
上
場
ま
で

の
期
間
を
延
ば
し
ユ
ニ
コ
ー
ン
（
企

業
価
値
10
億
円
以
上
の
未
上
場
企

業
）
を
目
指
す
こ
と
で
、
企
業
価
値

を
高
め
I
P
O
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
柔

軟
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

後
の
出
口
戦
略
の
一
つ
と
し
て
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

直
接
的
な
資
金
調
達
で
は
な
い
た
め

企
業
に
お
金
は
入
ら
ず
、
事
業
拡
大

の
た
め
の
資
金
が
必
要
な
企
業
に
と

っ
て
は
大
き
な
制
約
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
場
環
境
次

第
で
評
価
額
が
下
が
る
リ
ス
ク
が
あ

る
点
が
注
意
点
で
す
。

ミ
ン
グ
」、「
企
業
価
値
を
高
め
る
」

の
3
つ
で
す
。【
表
参
照
】

　
出
口
戦
略
は
「
終
わ
り
」
で
は
な

く
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
「
新
た
な
始

ま
り
」
で
す
。
早
い
段
階
か
ら
自
社

の
特
性
と
市
場
環
境
を
正
し
く
理
解

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
最
適
な
成
長

戦
略
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

か
か
り
ま
す
が
、
コ
ス
ト
面
で
も

I
P
O
に
比
べ
て
大
き
く
下
回
る

の
が
一
般
的
で
す
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
売
却
後
、

会
社
の
所
有
権
と
経
営
権
は
買
収
企

業
へ
完
全
に
移
る
た
め
、
創
業
者
は

一
定
期
間
会
社
に
残
り
円
滑
な
引
き

継
ぎ
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
最
終
的
に
は
第
一
線
を
退
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
注
意
す
べ
き
点
は
、
相
性

の
良
い
適
切
な
買
い
手
を
見
つ
け
る

こ
と
が
難
し
い
可
能
性
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
交
渉

段
階
で
従
業
員
の
雇
用
維
持
や
待
遇

に
関
す
る
条
件
を
明
確
に
し
て
お
く

こ
と
な
ど
、関
係
構
築
が
重
要
で
す
。

３

　セ
カ
ン
ダ
リ
ー（
流
通
市
場
）

　
近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
出
口
戦

略
が
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
（
流
通
市
場
）

で
す
。
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
の
前
提
と
し

て
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
（
発
行
市
場
）
が

あ
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
は
企
業

が
新
株
を
発
行
し
て
投
資
家
か
ら
直

接
資
金
を
調
達
す
る
市
場
で
、

I
P
O
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
市
場
は
、
既
に
発
行

さ
れ
た
株
式
（
こ
こ
で
は
主
に
I

 
P
 

目的は何か

　何のために出口戦略を実行するのか、目的を明確に
することが重要。創業者利益の最大化が優先なのか、
会社の永続的な成長を重視するのか、従業員の継続雇
用なのか、企業文化やブランドの維持か、経営から引
退か関与し続けたいかなど、優先順位を考える。
　目的が「創業者利益の最大化で自身は引退」であれ
ばM&Aにより高値で売却がよいだろうし、「会社の
さらなる成長と社会的信用」であれば厳しくとも IPO
を目指す価値がある。

タイミング

　出口戦略を選択する際には、企業の成長段階や市場
動向、資金ニーズに基づいた柔軟な判断が求められる。
　成功の鍵は、売りたい時ではなく「高く売れる時」
に行動すること。具体的には、売上や利益が右肩上が
りに伸び業績が好調な時、市場環境や業界動向が良い
時、経営者が複雑な交渉や準備作業を乗り切れる余裕
がある心身ともに健康な時、など。

企業価値を
高める

　出口戦略における交渉の根幹は「企業価値」。当然、
企業価値が高ければ高いほど IPO における公開価格
は高くなり、M&Aにおける売却価格も上昇する。
　企業の磨き上げは一朝一夕ではできない。収益性の
向上、借入圧縮やキャッシュフローの改善など財務健
全化、未払残業代や契約書の不備など法務・労務リス
クの整理、業務マニュアルなど組織管理体制の構築な
ど、日頃から企業価値を高める努力を継続的に行うこ
とが不可欠。



3 月号─4

超
え
た
部
分
の
課
税
仕
入
れ
に
つ
い

て
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

３
　
基
礎
控
除
の
見
直
し
な
ど

３
　
基
礎
控
除
の
見
直
し
な
ど

　
基
礎
控
除
に
つ
い
て
、
合
計
所
得

金
額
が
２
３
５
０
万
円
以
下
で
あ
る

個
人
の
控
除
額
が
４
万
円
引
き
上
げ

ら
れ
62
万
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

基
礎
控
除
の
特
例
に
つ
い
て
も
、
一

定
額
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
基
礎
控
除
の
引
上
げ
に
伴
い
、
同

一
生
計
配
偶
者
や
扶
養
親
族
な
ど
の

要
件
も
見
直
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

改
正
は
、
令
和
８
年
分
以
後
の
所
得

税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

４
　
防
衛
特
別
所
得
税（
仮
称
）

４
　
防
衛
特
別
所
得
税（
仮
称
）  

　
の
創
設

　
の
創
設

　
今
回
の
改
正
で
、
防
衛
特
別
所
得

税（
仮
称
）が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　
所
得
税
の
納
税
義
務
者
は
、
防
衛

特
別
所
得
税
を
納
税
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
所
得
税
の
源
泉
徴
収

義
務
者
は
、
そ
の
源
泉
徴
収
に
係
る

所
得
税
の
額
に
つ
き
、
防
衛
特
別
所

得
税
を
徴
収
し
、
納
付
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　
防
衛
特
別
所
得
税
額
は
、
そ
の
年

分
の
基
準
所
得
税
額
に
１
％
の
税
率

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
で
、
令
和

９
年
以
後
の
所
得
税
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
防
衛
特
別
所
得
税
の
創
設
に
伴

い
、
復
興
特
別
所
得
税
が
改
正
さ
れ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
復
興
特
別
所

得
税
の
税
率
が
従
来
の
２
・
１
％
か

ら
１
・
１
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
期

間
が
、従
来
の
令
和
19
年
ま
で
か
ら
、

令
和
29
年
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

５
　
そ
の
他

５
　
そ
の
他

　
中
小
企
業
者
等
の
少
額
減
価
償
却

資
産
の
取
得
価
額
の
損
金
算
入
の
特

例
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
減
価
償

却
資
産
の
取
得
価
額
が
、
30
万
円
未

満
か
ら
40
万
円
未
満
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
所
得
税
に
つ
い
て
も
同
様

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　
賃
上
げ
促
進
税
制
に
つ
い
て
は
、

中
小
企
業
向
け
の
措
置
に
つ
い
て
、

教
育
訓
練
費
に
係
る
上
乗
せ
措
置
が

廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
現
行
措
置
が
維

持
さ
れ
ま
す
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て
、
一

定
の
見
直
し
が
さ
れ
た
う
え
で
、
適

用
期
限
が
５
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

　
直
系
尊
属
か
ら
教
育
資
金
の
一
括

贈
与
を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の
非

課
税
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
教
育
資

金
管
理
契
約
に
基
づ
く
信
託
等
可
能

期
間
は
、
延
長
さ
れ
ま
せ
ん
。
同
日

ま
で
に
拠
出
さ
れ
た
金
銭
等
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
こ
の
措
置
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
つ
み
た
て
投
資
枠
に

つ
い
て
、
口
座
開
設
が
で
き
る
年
齢

の
下
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

表３�　適格請求書発行事業者以外の者から行った課税仕入れに係る税額控除の経過
措置

課税期間
控除可能割合

従来 改正
仕入税額相当額の

〜令和８年９月30日 80％ 80％
令和８年10月１日〜令和10年９月30日

50％
70％

令和10年10月１日〜令和11年９月30日
50％

令和11年10月１日〜令和12年９月30日
控除なし令和12年10月１日〜令和13年９月30日 30％

令和13年10月１日〜 控除なし

表２　特定生産性向上設備等投資促進税制の対象資産
細　目 要　件
機械装置 1台又は 1基の取得価額が 160 万円以上のもの

工具及び
器具備品

それぞれ 1台又は 1基の取得価額が 120 万円以上のもの
※�それぞれ 1台又は 1基の取得価額が 40 万円以上で、かつ、一事業
年度におけるその取得価額の合計額が 120 万円以上のものを含む

建物 一の取得価額が 1,000 万円以上のもの

建物附属設備
及び構築物　

それぞれ一の取得価額が 120 万円以上のもの
※�建物附属設備については、一の取得価額が 60 万円以上で、かつ、
一事業年度におけるその取得価額の合計額が 120 万円以上のもの
を含む

ソフトウェア 一の取得価額が 70 万円以上のもの

　
自
民
党
と
日
本
維
新
の
会
が
昨
年

12
月
に
公
表
し
た
令
和
８
年
度
与
党

税
制
改
正
大
綱
で
は
、
投
資
促
進
税

制
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
見
直
し
、

基
礎
控
除
な
ど
の
見
直
し
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
表
１
で
は
、
前
年

以
前
の
改
正
事
項
も
含
め
、
適
用
時

期
が
今
年
以
降
の
税
制
改
正
項
目
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

１
　
特
定
生
産
性
向
上
設
備
等

１
　
特
定
生
産
性
向
上
設
備
等  

　
投
資
促
進
税
制
の
創
設

　
投
資
促
進
税
制
の
創
設

　
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人

が
、
生
産
等
設
備
を
構
成
す
る
機
械

装
置
な
ど
の
う
ち
一
定
の
規
模
以
上

（
表
２
参
照
）
の
も
の
で
、
産
業
競

争
力
強
化
法
の
改
正
法
の
施
行
日
か

ら
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

経
済
産
業
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
特

定
生
産
性
向
上
設
備
等
（
仮
称
）
に

該
当
す
る
も
の
の
取
得
等
を
し
、
こ

れ
を
国
内
に
あ
る
そ
の
法
人
の
事
業

の
用
に
供
し
た
場
合
で
一
定
の
要
件

を
満
た
す
と
き
は
、
そ
の
事
業
の
用

に
供
し
た
日
を
含
む
事
業
年
度
に
お

い
て
、
即
時
償
却
ま
た
は
税
額
控
除

の
い
ず
れ
か
を
選
択
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
特
定
生
産
性
向
上
設
備
等
と
は
、

産
業
競
争
力
強
化
法
の
生
産
性
向
上

設
備
等
の
う
ち
、
そ
の
導
入
に
係
る

投
資
計
画
に
記
載
さ
れ
た
生
産
等
設

備
を
構
成
す
る
生
産
性
向
上
設
備
等

の
取
得
価
額
の
合
計
額
が
、
中
小
企

業
者
等
に
つ
い
て
は
５
億
円
以
上
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
も
の
を
い
い
ま
す
。

２２
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
経
過
措
置

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
経
過
措
置

　
個
人
事
業
者
で
あ
る
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
の
令
和
９
年
及
び
令
和

10
年
に
含
ま
れ
る
課
税
期
間
の
う

ち
、
免
税
事
業
者
が
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
と
な
っ
た
こ
と
又
は
課
税

事
業
者
選
択
届
出
書
を
提
出
し
た
こ

と
に
よ
り
事
業
者
免
税
点
制
度
の
適

用
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
課

税
期
間
に
つ
い
て
は
、
納
付
税
額
を

そ
の
課
税
期
間
に
お
け
る
課
税
標
準

額
に
対
す
る
消
費
税
額
の
３
割
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

以
外
の
者
か
ら
行
っ
た
課
税
仕
入
れ

に
係
る
税
額
控
除
の
経
過
措
置
に
お

け
る
控
除
割
合
に
つ
い
て
も
見
直
さ

れ
ま
す（
表
３
参
照
）。
な
お
、
一
の

免
税
事
業
者
等
か
ら
行
う
そ
の
経
過

措
置
の
対
象
と
な
る
課
税
仕
入
れ
の

合
計
額
が
そ
の
年
又
は
事
業
年
度
で

１
億
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の

表１　改正項目タイムスケジュール
　（◯減税、●増税、－どちらともいえない）

2026年
（令和８年）１月 －

個人事業の開業・廃業等届出書の提出期限
の見直し

◯ 基礎控除の引上げ、扶養親族などの所得要
件の見直し

３月 ● 教育資金の一括贈与に係る贈与税の非課税
措置の終了

◯ 自動車税環境性能割・軽自動車税環境性能
割の廃止

４月 ● 防衛特別法人税の創設
● 加熱式たばこの課税方式の見直し（第一段階）

10月 ● 加熱式たばこの課税方式の見直し（第二段階）
◯ インボイス制度に関する経過措置の見直し

2027年
（令和９年）

１月 － 源泉徴収票の提出方法の見直し

－
納期の特例申請・青色申告承認申請・青色
専従者給与の届出、給与等支払事務所の開
設等届出についての簡素化

● 特定の基準所得の課税の特例について、基
準所得金額の引下げと税率の引上げ

● 防衛特別所得税（仮称）の創設と復興特別所
得税の改正

４月 ● たばこ税率0.5円/１本　引上げ
2028年 ４月 ● たばこ税率0.5円/１本　引上げ
2029年 ４月 ● たばこ税率0.5円/１本　引上げ

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

　
税
制
改
正（
案
）

　
税
制
改
正（
案
）

　
　
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
の
ポ
イ
ン
ト



5─3月号

超
え
た
部
分
の
課
税
仕
入
れ
に
つ
い

て
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

３
　
基
礎
控
除
の
見
直
し
な
ど

３
　
基
礎
控
除
の
見
直
し
な
ど

　
基
礎
控
除
に
つ
い
て
、
合
計
所
得

金
額
が
２
３
５
０
万
円
以
下
で
あ
る

個
人
の
控
除
額
が
４
万
円
引
き
上
げ

ら
れ
62
万
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

基
礎
控
除
の
特
例
に
つ
い
て
も
、
一

定
額
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
基
礎
控
除
の
引
上
げ
に
伴
い
、
同

一
生
計
配
偶
者
や
扶
養
親
族
な
ど
の

要
件
も
見
直
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

改
正
は
、
令
和
８
年
分
以
後
の
所
得

税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

４
　
防
衛
特
別
所
得
税（
仮
称
）

４
　
防
衛
特
別
所
得
税（
仮
称
）  

　
の
創
設

　
の
創
設

　
今
回
の
改
正
で
、
防
衛
特
別
所
得

税（
仮
称
）が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　
所
得
税
の
納
税
義
務
者
は
、
防
衛

特
別
所
得
税
を
納
税
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
所
得
税
の
源
泉
徴
収

義
務
者
は
、
そ
の
源
泉
徴
収
に
係
る

所
得
税
の
額
に
つ
き
、
防
衛
特
別
所

得
税
を
徴
収
し
、
納
付
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　
防
衛
特
別
所
得
税
額
は
、
そ
の
年

分
の
基
準
所
得
税
額
に
１
％
の
税
率

を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
で
、
令
和

９
年
以
後
の
所
得
税
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
防
衛
特
別
所
得
税
の
創
設
に
伴

い
、
復
興
特
別
所
得
税
が
改
正
さ
れ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
復
興
特
別
所

得
税
の
税
率
が
従
来
の
２
・
１
％
か

ら
１
・
１
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
期

間
が
、従
来
の
令
和
19
年
ま
で
か
ら
、

令
和
29
年
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

５
　
そ
の
他

５
　
そ
の
他

　
中
小
企
業
者
等
の
少
額
減
価
償
却

資
産
の
取
得
価
額
の
損
金
算
入
の
特

例
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
減
価
償

却
資
産
の
取
得
価
額
が
、
30
万
円
未

満
か
ら
40
万
円
未
満
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
所
得
税
に
つ
い
て
も
同
様

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　
賃
上
げ
促
進
税
制
に
つ
い
て
は
、

中
小
企
業
向
け
の
措
置
に
つ
い
て
、

教
育
訓
練
費
に
係
る
上
乗
せ
措
置
が

廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
現
行
措
置
が
維

持
さ
れ
ま
す
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て
、
一

定
の
見
直
し
が
さ
れ
た
う
え
で
、
適

用
期
限
が
５
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

　
直
系
尊
属
か
ら
教
育
資
金
の
一
括

贈
与
を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の
非

課
税
措
置
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
教
育
資

金
管
理
契
約
に
基
づ
く
信
託
等
可
能

期
間
は
、
延
長
さ
れ
ま
せ
ん
。
同
日

ま
で
に
拠
出
さ
れ
た
金
銭
等
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
こ
の
措
置
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
つ
み
た
て
投
資
枠
に

つ
い
て
、
口
座
開
設
が
で
き
る
年
齢

の
下
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

表３�　適格請求書発行事業者以外の者から行った課税仕入れに係る税額控除の経過
措置

課税期間
控除可能割合

従来 改正
仕入税額相当額の

〜令和８年９月30日 80％ 80％
令和８年10月１日〜令和10年９月30日

50％
70％

令和10年10月１日〜令和11年９月30日
50％

令和11年10月１日〜令和12年９月30日
控除なし令和12年10月１日〜令和13年９月30日 30％

令和13年10月１日〜 控除なし

表２　特定生産性向上設備等投資促進税制の対象資産
細　目 要　件
機械装置 1台又は 1基の取得価額が 160 万円以上のもの

工具及び
器具備品

それぞれ 1台又は 1基の取得価額が 120 万円以上のもの
※�それぞれ 1台又は 1基の取得価額が 40 万円以上で、かつ、一事業
年度におけるその取得価額の合計額が 120 万円以上のものを含む

建物 一の取得価額が 1,000 万円以上のもの

建物附属設備
及び構築物　

それぞれ一の取得価額が 120 万円以上のもの
※�建物附属設備については、一の取得価額が 60 万円以上で、かつ、
一事業年度におけるその取得価額の合計額が 120 万円以上のもの
を含む

ソフトウェア 一の取得価額が 70 万円以上のもの
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４

　出
口
戦
略
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト

　
出
口
戦
略
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
と

な
る
の
が
「
目
的
は
何
か
」、「
タ
イ

O
前
の
未
上
場
株
式
の
売
買
を
前

提
）
を
投
資
家
同
士
が
売
買
す
る
市

場
で
す
。株
式
の
流
動
性
が
生
ま
れ
、

既
存
株
主
が
保
有
す
る
株
式
を
現
金

化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
創
業
者
や
初
期
投
資
家
に

と
っ
て
、
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
は
重
要
な

出
口
戦
略
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
に
よ
る
段
階
的
な

株
式
売
却
を
通
じ
て
、
資
金
を
回
収

し
な
が
ら
企
業
経
営
に
継
続
的
に
関

与
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
取
引
を
実
施
し
株
主

を
入
れ
替
え
る
こ
と
に
よ
り
グ
ロ
ー

バ
ル
な
知
見
が
得
ら
れ
、
上
場
ま
で

の
期
間
を
延
ば
し
ユ
ニ
コ
ー
ン
（
企

業
価
値
10
億
円
以
上
の
未
上
場
企

業
）
を
目
指
す
こ
と
で
、
企
業
価
値

を
高
め
I
P
O
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
柔

軟
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

後
の
出
口
戦
略
の
一
つ
と
し
て
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

直
接
的
な
資
金
調
達
で
は
な
い
た
め

企
業
に
お
金
は
入
ら
ず
、
事
業
拡
大

の
た
め
の
資
金
が
必
要
な
企
業
に
と

っ
て
は
大
き
な
制
約
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
場
環
境
次

第
で
評
価
額
が
下
が
る
リ
ス
ク
が
あ

る
点
が
注
意
点
で
す
。

ミ
ン
グ
」、「
企
業
価
値
を
高
め
る
」

の
3
つ
で
す
。【
表
参
照
】

　
出
口
戦
略
は
「
終
わ
り
」
で
は
な

く
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
「
新
た
な
始

ま
り
」
で
す
。
早
い
段
階
か
ら
自
社

の
特
性
と
市
場
環
境
を
正
し
く
理
解

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
最
適
な
成
長

戦
略
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

か
か
り
ま
す
が
、
コ
ス
ト
面
で
も

I
P
O
に
比
べ
て
大
き
く
下
回
る

の
が
一
般
的
で
す
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
売
却
後
、

会
社
の
所
有
権
と
経
営
権
は
買
収
企

業
へ
完
全
に
移
る
た
め
、
創
業
者
は

一
定
期
間
会
社
に
残
り
円
滑
な
引
き

継
ぎ
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
最
終
的
に
は
第
一
線
を
退
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
注
意
す
べ
き
点
は
、
相
性

の
良
い
適
切
な
買
い
手
を
見
つ
け
る

こ
と
が
難
し
い
可
能
性
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
交
渉

段
階
で
従
業
員
の
雇
用
維
持
や
待
遇

に
関
す
る
条
件
を
明
確
に
し
て
お
く

こ
と
な
ど
、関
係
構
築
が
重
要
で
す
。

３

　セ
カ
ン
ダ
リ
ー（
流
通
市
場
）

　
近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
出
口
戦

略
が
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
（
流
通
市
場
）

で
す
。
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
の
前
提
と
し

て
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
（
発
行
市
場
）
が

あ
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
は
企
業

が
新
株
を
発
行
し
て
投
資
家
か
ら
直

接
資
金
を
調
達
す
る
市
場
で
、

I
P
O
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
市
場
は
、
既
に
発
行

さ
れ
た
株
式
（
こ
こ
で
は
主
に
I
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目的は何か

　何のために出口戦略を実行するのか、目的を明確に
することが重要。創業者利益の最大化が優先なのか、
会社の永続的な成長を重視するのか、従業員の継続雇
用なのか、企業文化やブランドの維持か、経営から引
退か関与し続けたいかなど、優先順位を考える。
　目的が「創業者利益の最大化で自身は引退」であれ
ばM&Aにより高値で売却がよいだろうし、「会社の
さらなる成長と社会的信用」であれば厳しくとも IPO
を目指す価値がある。

タイミング

　出口戦略を選択する際には、企業の成長段階や市場
動向、資金ニーズに基づいた柔軟な判断が求められる。
　成功の鍵は、売りたい時ではなく「高く売れる時」
に行動すること。具体的には、売上や利益が右肩上が
りに伸び業績が好調な時、市場環境や業界動向が良い
時、経営者が複雑な交渉や準備作業を乗り切れる余裕
がある心身ともに健康な時、など。

企業価値を
高める

　出口戦略における交渉の根幹は「企業価値」。当然、
企業価値が高ければ高いほど IPO における公開価格
は高くなり、M&Aにおける売却価格も上昇する。
　企業の磨き上げは一朝一夕ではできない。収益性の
向上、借入圧縮やキャッシュフローの改善など財務健
全化、未払残業代や契約書の不備など法務・労務リス
クの整理、業務マニュアルなど組織管理体制の構築な
ど、日頃から企業価値を高める努力を継続的に行うこ
とが不可欠。

が
伝
わ
る
企
業
ほ
ど
、
価
値
観
が
合

う
人
材
が
集
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

三

　採
用
活
動
の
強
化

　
採
用
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

中
小
企
業
が
人
材
を
確
保
す
る
に

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
げ
、
採
用
手

法
を
多
様
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
若
年
層
の
採
用
で
は
、
職

場
見
学
会
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

有
効
で
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
S
N
S
等
で
社
員
の
働
き
方
や

成
長
事
例
を
発
信
す
る
こ
と
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
中
途
採
用
で
は
、
即
戦
力

人
材
の
獲
得
が
狙
い
と
な
り
ま
す
。

求
人
媒
体
だ
け
で
な
く
、人
材
紹
介
、

副
業
・
兼
業
人
材
の
活
用
も
有
効
で

す
。
専
門
性
を
持
つ
副
業
人
材
を
短

期
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
迎
え
る
こ
と

で
、
社
内
に
新
し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄

積
さ
れ
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
人
材
も
、
柔
軟
な
働
き
方

を
用
意
す
る
こ
と
で
技
術
伝
承
や
若

手
育
成
に
貢
献
し
ま
す
。

　
ま
た
、
採
用
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の

の
改
善
も
重
要
で
す
。
選
考
の
ス

ピ
ー
ド
、
面
接
で
の
双
方
向
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
内
定
後
の
フ
ォ
ロ
ー

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

一

　自
社
の
課
題
を
可
視
化

　
中
小
企
業
の
現
場
で
は
「
売
上
が

伸
び
な
い
」、「
新
規
顧
客
が
開
拓
で

き
な
い
」、「
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ま
な

い
」
と
い
っ
た
経
営
課
題
が
掲
げ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は

人
材
に
関
す
る
問
題
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
例
え
ば
、
販
路
開
拓
が
進
ま
な

い
背
景
に
は
営
業
人
材
の
不
足
、
商

品
開
発
の
停
滞
に
は
企
画
・
技
術
人

材
の
育
成
不
足
、
生
産
性
の
低
さ
に

は
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
改
善
を
主
導
で

き
る
人
材
の
不
在
が
影
響
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
採
用
が
う
ま
く
い
か
な

い
」、「
若
手
が
定
着
し
な
い
」
と
い

う
悩
み
も
、
自
社
の
魅
力
を
十
分
に

発
信
で
き
て
い
な
い
、
入
社
後
の
育

成
体
制
が
弱
い
、
評
価
基
準
が
不
透

明
と
い
っ
た
内
部
状
況
に
起
因
し
ま

す
。

　「
ど
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
の

か
」、「
な
ぜ
人
が
育
た
な
い
の
か
」、

「
離
職
の
実
態
は
ど
う
か
」と
い
う
人

材
面
か
ら
分
析
し
直
す
こ
と
で
、
根

本
的
な
改
善
策
が
見
え
て
き
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

二

　採
用
前
の
準
備︵
自
社
の
魅
力
・

人
材
像
・
役
割
の
明
確
化
︶

　
採
用
活
動
を
上
手
に
進
め
る
た
め

に
は
、
求
人
を
出
す
前
の
準
備
が
重

要
で
す
。
中
小
企
業
の
場
合
、
求
め

る
人
物
像
や
役
割
が
曖
昧
で
あ
る
こ

と
、
自
社
の
魅
力
が
十
分
に
言
語
化

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
採
用
が
う

ま
く
い
か
な
い
一
因
と
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、「
ど
の
業
務
を
担
っ
て

も
ら
い
た
い
の
か
」、「
ど
の
よ
う
な

ス
キ
ル
・
価
値
観
を
求
め
る
の
か
」

を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　
次
に
、
自
社
の
強
み
や
魅
力
を
棚

卸
し
し
、「
仕
事
内
容
」、「
成
長
機

会
」、「
働
き
や
す
さ
」
の
3
点
を
中

心
に
整
理
し
ま
す
。
中
小
企
業
は
資

源
が
限
ら
れ
ま
す
が
、
裁
量
の
大
き

さ
や
職
場
の
一
体
感
な
ど
独
自
の
魅

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
具

体
的
な
言
葉
で
発
信
す
る
こ
と
で
、

応
募
者
は
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
／
ビ
ジ
ョ
ン
／
バ
リ
ュ
ー

を
採
用
活
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も

効
果
的
で
す
。「
ど
ん
な
会
社
を
目

指
し
、何
を
大
切
に
し
て
い
る
の
か
」

中
小
企
業
の
人
材
活
用

中
小
企
業
の
人
材
活
用

　
近
年
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
人
口
減
少
に
よ
る
労

　
近
年
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
人
口
減
少
に
よ
る
労

働
力
不
足
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
大

働
力
不
足
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
大

き
な
変
化
に
直
面
し
て
お
り
、
従
来
の
や
り
方
で
は
、
競
争
力

き
な
変
化
に
直
面
し
て
お
り
、
従
来
の
や
り
方
で
は
、
競
争
力

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
採

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
採

用
難
や
若
手
の
早
期
離
職
、
育
成
の
遅
れ
と
い
っ
た
人
材
課
題

用
難
や
若
手
の
早
期
離
職
、
育
成
の
遅
れ
と
い
っ
た
人
材
課
題

は
、
企
業
の
成
長
を
阻
む
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

は
、
企
業
の
成
長
を
阻
む
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
小
企
業
庁
の
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
　

　
今
回
は
、
中
小
企
業
庁
の
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
　

人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
踏
ま
え
な
が
ら
、
採
用
・
育
成
・

人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
踏
ま
え
な
が
ら
、
採
用
・
育
成
・

定
着
の
流
れ
に
沿
っ
て
人
材
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。

定
着
の
流
れ
に
沿
っ
て
人
材
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。
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な
ど
、
小
さ
な
改
善
が
応
募
者
の
印

象
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
広
い
視
野
で
多
様
な
人
材
に

目
を
向
け
る
こ
と
が
、
採
用
力
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

四

　早
期
離
職
を
防
ぐ
体
制
の
整
備

　
採
用
後
の
最
初
の
期
間
（
例
：
試

用
期
間
3
か
月
）
は
、
定
着
率
を
左

右
す
る
重
要
な
時
期
で
す
。
若
手
の

早
期
離
職
が
生
じ
る
背
景
に
は
、「
何

を
す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
」、「
相

談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
」、「
期
待

さ
れ
て
い
る
役
割
が
曖
昧
」
と
い
っ

た
不
安
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
欠
か
せ
な
い

の
が
、
体
系
的
な
新
入
社
員
の
支
援

で
す
。
入
社
時
に
業
務
の
全
体
像
や

役
割
期
待
を
丁
寧
に
共
有
し
、
小
さ

な
成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
が
有

効
で
す
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ー
制
度
や

1
o
n
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、

疑
問
や
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

孤
立
感
を
減
ら
し
、
安
心
し
て
業
務

に
向
き
合
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

早
期
離
職
の
要
因
で
あ
る
「
人
間
関

係
の
不
安
」や「
仕
事
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」

を
予
防
で
き
ま
す
。

入
社
員
だ
け
で
な
く
既
存
社
員
に
も

有
益
で
す
。

　
さ
ら
に
、
学
ん
だ
内
容
を
社
内
に

共
有
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、

学
習
内
容
が
組
織
全
体
の
知
識
と
し

て
蓄
積
さ
れ
、
学
び
の
サ
イ
ク
ル
が

持
続
し
ま
す
。
学
ぶ
人
を
評
価
し
、

共
有
を
促
す
文
化
が
、
人
材
育
成
の

定
着
に
向
け
た
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

六

　心
理
的
安
全
性

　「
人
間
関
係
へ
の
不
安
」、「
相
談

し
に
く
い
雰
囲
気
」、「
失
敗
が
許
さ

れ
な
い
職
場
風
土
」
と
い
っ
た
心
理

的
要
因
は
、
若
手
社
員
の
離
職
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
消
す
る
鍵
が
「
心
理
的

安
全
性
」
で
す
。
心
理
的
安
全
性
と

は
、
意
見
や
疑
問
を
自
由
に
表
明
で

き
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
で
き
る
状

態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
心
理
的
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る

と
、社
員
の
主
体
性
が
高
ま
り
、チ
ー

ム
の
学
習
速
度
も
向
上
し
ま
す
。
業

務
上
の
気
づ
き
を
共
有
し
や
す
く
な

り
、
ミ
ス
の
早
期
発
見
や
改
善
提
案

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
上
司
が

一
方
的
に
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、

対
話
で
役
割
期
待
や
目
標
を
す
り
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
納
得
感
の
あ
る
働

き
方
が
実
現
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、建
設
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
も
重
要
で
す
。「
ど
う
す
れ
ば
よ

り
良
く
で
き
る
か
」
を
一
緒
に
考
え

る
姿
勢
が
成
長
意
欲
を
引
き
出
し
ま

す
。「
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る
チ
ー
ム
」

は
離
職
率
が
低
く
、
生
産
性
も
高
ま

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
心
理
的
安
全

性
の
向
上
は
、
組
織
力
を
高
め
る
う

え
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

七

　お
わ
り
に

　
中
小
企
業
が
持
続
的
に
成
長
し
て

い
く
た
め
に
は
、
採
用
・
育
成
・
定

着
を
切
り
離
し
て
考
え
る
の
で
は
な

く
、
一
貫
し
た
人
材
戦
略
と
し
て
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
採

用
で
は
自
社
の
魅
力
や
役
割
を
明
確

に
し
、
入
社
後
の
支
援
体
制
で
早
期

離
職
を
防
ぎ
、
育
成
文
化
と
心
理
的

安
全
性
の
あ
る
組
織
づ
く
り
に
よ
っ

て
、
従
業
員
が
成
長
し
続
け
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に

定
着
さ
せ
る
こ
と
が
、
人
材
難
の
時

代
に
お
け
る
企
業
競
争
力
の
源
泉
と

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

五

　人
材
育
成
と
学
び
直
し

　
中
小
企
業
に
お
い
て
「
人
が
育
た

な
い
」
と
さ
れ
る
背
景
に
は
、「
教

え
る
時
間
が
な
い
」、「
育
成
が
現
場

任
せ
」
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、
O
J
T

と
O
f
f

−

J
T
を
組
み
合
わ
せ

た
体
系
的
な
育
成
が
有
効
で
す
。

　
O
J
T
で
は
、
業
務
手
順
の
見

え
る
化
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
重
要
で

す
。作
業
手
順
書
、チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

動
画
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
整
備
に
よ
っ

て
、
教
え
る
者
が
異
な
っ
て
も
一
定

の
レ
ベ
ル
で
習
得
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
技

術
伝
承
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、

計
画
的
に
若
手
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
で

属
人
化
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
次
に
、
O
f
f

−

J
T
（
社
外
研

修
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
・
資
格
取
得

支
援
等
）を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

現
場
で
は
補
い
に
く
い
知
識
や
ス
キ

ル
を
習
得
で
き
ま
す
。

　
近
年
、
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

の
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
リ

ス
キ
リ
ン
グ
で
す
。
I
T
ツ
ー
ル
の

活
用
、
デ
ー
タ
分
析
そ
の
他
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
関
す
る
基
礎
知
識
は
、
新
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　悩みは今やSNSで共有される時代。「＃型
消費」とは、SNSのハッシュタグを通じて
共有される共通体験や悩みが、特定の商品
やサービスの需要を生み出す消費行動のこ
とです。たとえば、「＃自炊キャンセル」、「＃コ
ンロキャンセル」というハッシュタグから冷
凍食品や簡単調理商品の売上が伸びるよう
な現象を指します。
　最近の調査によると、消費者の55.1％
が商品購入前にSNSでハッシュタグを確認
しており、２人に１人がハッシュタグによ
る情報収集を購買判断に活用していること
になります。メーカーのPRを離れ、消費
者が自由に発信し始めるブランドは強く、
これまでの広告とは全く異なる消費者主導
の情報流通メカニズムと言えます。
　最近では「＃限界OL」が話題です。多く
の働く女性が共感する「あるある」体験が
＃がつけられて共有度が高まり、実際に市

場や企業経営に大きなインパクトを与えて
います。漫画「限界OL霧切ギリ子」の人気
で知名度が上がりました。ハッシュタグか
ら生まれた共感消費により、クエン酸市場
が４年で５倍近くに伸びたとする民間企業
のデータもあります。この成長を牽引して
いるのはポッカサッポロフード＆ビバレッ
ジの「キレートレモン」です。2001年の販
売から右肩上がりの成長で、2024年12
月期は過去最高の出荷量を記録しクエン酸
飲料カテゴリーで76％のシェアを誇ってい
ます。当初から女性をターゲットに設定し
ていましたが、「＃限界OL」というムーブ
メントで存在価値が向上し、習慣的な癒し
を求める消費者ニーズをとらえた成功例と
いえます。
　このように、企業がSNSアカウントで
こうしたハッシュタグに対応した商品提案
を行うことで、大きなビジネスチャンスを
生み出す可能性を秘めています。SNSの
声に耳を傾け、次なる「＃」を予測しましょ
う。

＃（ハッシュタグ）型消費

　ビジネスの場では欠かせない名刺ですが、
皆さん整理できていますか？
　民間の推計によると、年間45億枚の名
刺が生産されていますが、半数近い約20
億枚は活用されず廃棄されています。活用
されない名刺の印刷にかかるCO2の排出
量は年間約1.7万トン、東京ドーム約411
個分です（Sansan㈱統計）。
　近年、利用者が増えているのがデジタル
名刺です。デジタル名刺は切らしてしまう
心配もなく、また、連絡先変更や役職変更
など情報更新が即時に反映できます。デジ
タル名刺はQRコード、URLなど様々な形
式がありますが、初めからデータで渡すた
め受け取った相手に紛失されることもあり
ません。受け取った相手はメール転送やス
マホに連絡先を追加できるので、必要な時
にすぐに検索して連絡できます。業務で得
た名刺情報は会社の重要資産です。転職・
退職の際の持ち出し防止にも、名刺管理の
仕組みが求められます。

デジタル名刺　「
宇
宙
天
気
予
報
」
は
、
ま
だ
あ

ま
り
馴
染
み
の
な
い
言
葉
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
宇
宙
に
雨
、
雪
、
台
風
が

発
生
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

実
は
そ
れ
に
よ
く
似
た
現
象
が
、
生

活
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
の
で
す
。

　
宇
宙
天
気
と
は
、
太
陽
か
ら
放
出

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
電
気
を
帯
び

た
粒
子（
荷
電
粒
子
）に
よ
っ
て
、
地

球
や
周
囲
の
宇
宙
空
間
に
生
じ
る
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
指
し
ま
す
。
太
陽

活
動
に
よ
り
発
生
す
る
太
陽
フ
レ
ア

や
コ
ロ
ナ
質
量
放
出
は
、
地
球
の
磁

場
と
ぶ
つ
か
り
磁
気
嵐
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
工
衛
星

や
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
運
用
に

影
響
が
現
れ
ま
す
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ド

ロ
ー
ン
配
送
、
自
動
運
転
な
ど
、
現

代
社
会
に
欠
か
せ
な
い
技
術
に
と
っ

て
、
宇
宙
天
気
の
影
響
は
他
人
ご
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
と
体
制
の

整
備
が
急
務
で
す
。

宇
宙
天
気

発行


